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制作・展示

制作・展示・講評

新課題・開始日
＊各自「らせん」
「まこむ形」を
テーマにしたモチ
ーフを収集し、持
参すること。
B,Ｂ2の鉛筆
カッターを準備

新課題・開始日

新課題・開始日

全体講評会？

スケッチ-2

2000・10・12

2000・10・19

2000・11・09

2000・11・16

2000・11・30

2000・12・07

2000・12・14

2000・12・21

2001・01・11

2001・01・18

2001・01・25

2000・02・01

2000・02・08

2000・10・12

◆今日の流れ

　ブリーフィング（今日は何をするのか？！）

　今日はfolly作りの準備体操という位置づけです。

　↓

　各自の制作

　↓

　リフレクション（何を学び、試みたのか反芻する）

　

◆制作の流れ

　1/各自配布された木の棒で独自の定規を作り、単位

　　を独自に作ってみます。

　　この棒はfollyの部材でもあるので、大事に。

　　→この棒の名前は「VP棒」

　　　足や手、へそ、肩、目、頭の高さを測って、棒

　　　に印をつける。

　　　「VP棒」をもって1階のいろんなものの長さや

　　　高さを測ってみます。

　　→単位名は1handとか、、、30harumiとか？？

　2/この「VP棒」をもとに以下の制作をします。

　4人一組の制作グループを作ります。

　↓

　各グループに50本ずつストローを配布します。

　↓

　グループ内で一番背の高い人を越えるように「でき�

　るだけ高いストロー製のタワーを造ります。

　50本を使い切りましょう。

　接着法、構造については、必ず全員でクロッキーブ

　ックなどを用いてブレーンストーミングします。

　【最適な方法は？誰のアイディアを採用する？】

　3/計画と実際の「ストロータワー」を比較するスケ

　　ッチを試みます。

　4/follyのプランを練ります。

　　【クロッキーブックに絵と文字で描きます】

　　場所は？

　　どんな形？

　　制作の意図を聞かれたらどう答えよう？

　　類似作品がネット上にないかしらん？

　5/今日のリフレクション

　　◆キーワード

　　 大きさを知るための方法

　    大きなモノを作るには

　　 プランと実際の違いは何故生じたの？

　　 その他

【終わったら】

　今日出たゴミを集めます。包装用の透明テープを使

　って「ゴミボール」1号を作ります。

　発生した細々としたゴミは分別して配布する色つき

　ゴミ袋を使って、まとめてしまいます。

Folly!
は
透明で
軽快
美しい


